
― 船橋の液状化被害はこうだった －
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はじめに

我が国は常時地震や土砂災害など自然災害の危険にさらされています。特に、最近指摘されてい

る首都直下地震や異常気象による水害・土砂災害は、規模が大きく予想が難しくなっています。原

因は自然現象なので避けられませんが、我々としてはそれに備えることの重要性が増していると言

えます。

当ＮＰＯでは、２０１１年３月１１日東日本大震災発生後すぐに被災地救済の動きとして救援物

資を集め、現地に乗り込みました。合わせて、被害踏査も行いました。その中で身近な所で発生し

た災害として液状化被害に着目し、浦安、船橋をはじめ内陸も含め被災地での踏査を行い、組織内

に「液状化対策プロジェクト」を立ち上げることに致しました。

平成２５年度には船橋市市民公益公募型支援事業の指定を受けて、液状化に関する総合的なパン

フレットを作成したり、フォーラムやセミナーなど一連の催しを開催して、広く市民の皆さんに地

震・液状化の被害に対する知識を提供し、災害に備えることによって安全で安心な生活が出来るよ

うにと活動致しました。また、フォーラム・セミナーの評判が良かったので、その内容を小冊子に

まとめ災害対策に生かせるように致しました。

今平成２６年度も、市の支援事業として継続した活動を行っています。昨年度の成果を踏まえ、

今年度は船橋市の被災実態調査を行い、今後より的確な災害に対する備えが出来るようにすること

に致しました。家屋の被災状況、道路・上下水道・ガスなどのライフラインの被災状況、それに対

する行政の対応等を調べました。調査に当たっては、船橋市の危機管理課をはじめ、都市計画、住

宅、道路、下水道等の関係部門の多大なご協力を戴きました。

この結果を地図上に表わし、過去の地形、地盤、現在のハザードマップなどと比較することによ

り、新たにいろいろなことが見えて来ました。この結果を市民の皆さんにお伝えすることにより、

少しでも今後の備えに役立てて頂ければ幸いであると思っております。

なお、今後はこの液状化対策に対する成果を東京湾岸沿い等より広域な地域に生かすとともに、

新たに土砂災害の問題に取り組み、自然災害の立場から防災・減災のまちづくりに貢献していきた

いと考えております。




